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64 列 MDCT の場合，撮像時間は 5～7 秒程度である。冠動脈の評価に関しては陰
性的中率が高いことが知られており，98～100％と報告されている 2-5）。冠動脈 CT
において脂質成分の多いプラーク（いわゆる不安定プラーク）は CT 値が低く，石




い。時間分解能の問題があり頻脈症例では motion artifact により冠動脈の描出は不
良である。心房細動などの不整脈例や心拍変動例においては心位相のずれにより階
段状の banding artifact を生じることがある。また，全ての segment において同様に
良好な冠動脈評価が可能なわけではない。近位部においては良好に描出される確率









機能診断としての心筋 SPECT と形態診断としての心臓 CT は異なった側面よ
りの診断法であるため，両データの融合により精度の高い心臓画像診断を行うこ
とが可能となり，さらに双方の弱点を補う画像情報が得られることとなる。心
筋 SPECT 像と冠動脈 CT との Fusion イメージは様々な方法が試みられており，
Hardware Fusion と Software Fusion の 2 つの手法がある。Hardware Fusion はガン
マカメラと CT の一体機を用いて両検査を撮像し，位置座標を共有することにより
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Fusion 画像を構築する手法である。SPECT は自然呼吸時の撮像，CT は呼吸停止
時の撮像であり，両検査は呼吸状態が異なり，横隔膜の位置が一致せず Fusion イ





我々の施設においては以前より，SPECT/CT Fusion image 構築の研究を行ってい
る。その先駆けとなったのは，冠動脈造影と QGS で作成した左室 3D 像の重ね合
わせである。同一方向の画像を透過させ単純に重ね合わせただけのものだが，冠動
脈病変と心筋虚血の対比が可能であった（? 1）。2005 年には 16 列 MDCT を用い
た冠動脈 CT と心筋 SPECT との融合画像の作成を試みているが，作成に長時間を
要するため実用には至らなかった 9）。その後，2006 年に Heart Fusion を日本医科
大学検診医療センターに導入，同年の米国核医学会で脚光を浴びることとなった
CardIQ Fusion を 2007 年に核医学検査室に導入している。
CardIQ Fusion はチューリッヒ大学のカフマン教授が開発した Fusion software で
あり，Advantage Workstation 内の software である CardIQ に付属している。2006 年
の米国核医学会においてこの software で作成した Fusion イメージが Image of the 
year を受賞しており（? 2），全く別の検査として施行された SPECT データと CT
データを用いて Fusion イメージを作成する software である。まず，それぞれのデ
ータを短軸、垂直長軸および水平長軸断像の 3 断面像を用いて室間溝，心尖部，肝
集積などを指標としてマニュアルで位置合わせする。次に，オート処理で左室の
中心点から放射状線を引き circumferential profile analysis にて心筋の各セグメント
における max count を抽出し，それを CT データ上の左室心外膜面に投影する。さ
らに，別個に作成した coronary tree と合わせることで Fusion イメージが完成す
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る。Fusion image において輪郭はすべて CT 像の形態をもとにしており精度が高い
（? 3）。
我々の施設では，64 列 CT（GE 社製 LightSpeed VCT）より得られた冠動脈 CT
データと SPECT 装置（GE 社製 Infinia）より得られた心筋 SPECT データをオンラ
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ェア CardIQ Fusion を用い心臓 Fusion イメージの構築を行っている（? 4）。両デ
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冠動脈 CT：#1：50％， #2：75％， #5：50％， #6：75％， #7：50％， #8：50％， 
#9：75％， #11：50％， #12：90％， #13：90％， #15：CTO と多枝病変を認める。
SPECT/CT 融合画像：側壁の虚血のみられた部分は #12 の支配領域であり，後
下壁の高度集積低下（陳旧性梗塞）は LCX 末梢（#15）の灌流域である。RCA は
小さく，左室の灌流に関与していない。虚血の責任病変は #12 であることが分かる。
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冠動脈 CT：融合画像作成のために CT 施行。冠動脈造影と同様に #1：75％ 
D1：90％， IM：99％， #13：90％と多枝病変を認める。
SPECT/CT 融合画像：後側壁の梗塞および虚血部は IM の灌流域である。側壁の






冠動脈 CT：#2–#3：CTO， #6：50％， IM：75％と多枝病変を認める。
SPECT/CT 融合画像：心尖部～前側壁の梗塞部は IM の灌流域，後下壁の梗塞部
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